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平成２４年度第１回花巻市地域公共交通会議会議録 

 

日 時 平成 24年 8月 28 日（火）午後 1時 30分～午後 2時 30分 

場 所 生涯学園都市会館 3階 中ホール 

出席者 委員 24名中 21名出席（うち代理出席 3名） 

内 容 １ 開会 

    ２ 委員紹介 

３ 会長・副会長選出 

４ 会長あいさつ 

５ 説明 

（１） 花巻市地域公共交通会議について 

（２） 市内の公共交通の概要について 

６ 協議 

（１） 太田地区予約乗合タクシーの運行について 

（２） 県立中部病院連絡予約乗合タクシーについて 

７ そ の 他 

    ８ 閉  会 

 

 

事務局（佐藤課

長） 

 

事務局（阿部係

長） 

 

事務局（佐藤課

長） 

 

 

佐藤委員 

 

事務局（佐藤課

長） 

 

 

事務局（佐藤課

長） 

 

 

 

 

事務局（佐藤課

長） 

 

小原会長 

 

 

 これより平成２４年度第１回の花巻市地域公共交通会議を開催させていただきま

す。これより委員の皆様をご紹介いたします。 

 

 ≪出席委員を紹介≫ 

 

  

 続きまして、会長、副会長の選出に入りたいと思います。選出については、設置要

綱第５条に基づき、委員の皆様の互選により選出することとなりますが、いかがしま

しょうか。 

 

 事務局案がありましたら、よろしくお願いします。 

 

 事務局案との発言がありましたがいかがでしょうか。 

 

 ≪委員より異議なし≫ 

 

 事務局案といたしまして、会長に花南地区コミュニティ会議会長の小原守委員、副

会長に花巻市まちづくり部長を提案させていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

 

 ≪委員より異議なし≫ 

 

 それでは、小原委員につきましては、会長席にご移動願います。 

 さっそくですが、会長あいさつをお願いします。 

 

 ただいまご紹介いただきました小原と申します。委員の皆様を見ますと公共交通に

携わる皆様や先輩の皆様がいらっしゃいますが、与えられた任務を果たしたいと思い

ます。私は、住民、利用者代表として選出されていますので、市民目線での公共交通
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事務局（佐藤課

長） 

 

 

事務局（八重樫

副主任） 

 

小原会長 

 

平野委員 

 

 

 

 

 

事務局（八重樫

副主任） 

 

 

 

 

 

小原会長 

 

事務局（八重樫

副主任） 

 

小原会長 

 

 

上田委員 

 

 

 

事務局（八重樫

副主任） 

 

 

 

 

 

上田委員 

 

 

のあり方について、皆様からご意見をいいただき、慎重に協議を進めてまいりたいと

思います。 

 

 今回は、第１回の会議でございますし、新任の皆様もいらっしゃいますので、「（１）

花巻市地域公共交通会議について」、「（２）市内の公共交通の概要について」を説明

させていただきます。 

 

 ≪説明≫ （１）花巻市地域公共交通会議について 

      （２）市内の公共交通の概要について 

 

 事務局より説明が行われましたが、委員の皆様からご質問はありませんか。 

 

 東和地域の予約乗合タクシーについてですが、自宅付近の公道から利用することが

できるとあり、これまで、停留所から遠い人も利用することができるとして試験運行

が始まりました。しかし、最近、停留所まで出てきてほしいと言われ、利用をやめた

という話を聞きました。当初の建て前と実際の状況と違うところもあるようですの

で、改善できるところは改善してほしいと思います。 

 

 お答えいたします。試験運行開始当初は、極力自宅付近まで運行していました。現

在の運行事業者２社からお話しを伺ったところ、道路が狭かったり、行き止まりであ

ったり、自宅敷地内で回転しなければならないケースがあり、運行事業者の判断によ

り乗降場所の変更をお願いしたケースがあるということを聞いています。運行事業者

より状況を聞いて、出来るだけ自宅付近まで運行するような形をとりたいと思いま

す。 

 

 ほかに無ければ、協議に入りたいと思います。 

 

≪協議≫ （１）太田地区予約乗合タクシーの運行について 

 

 

 「協議（１）太田地区予約乗合タクシーの運行について」事務局より説明がありま

したが、委員の皆様からご質問などはありませんか。 

 

 循環型への見直しで利用者が増える見込みがあると思いますが、石鳥谷のような区

域型にできない理由は何かありますか。コストの問題か、バスへの乗り継ぎの問題か

説明をお願いします。 

 

 お答えいたします。当初より、県交通路線バスの代替路線として運行を開始してお

ります。区域運行ですと、どこまで区域を設定するかという課題もありました。県交

通のバスが「むらの家」に到着し、出発するまでの２０分程度で乗り継ぎを確保しな

ければならないという条件がありました。区域運行型で乗り合った場合、バスに乗り

継ぐことができない可能性があります。このような中で、今回も同様の考えで見直し

を行うことといたしました。 

 

 内容は理解しました。出来れば、区域運行すれば利用が増えると思います。利用実

績が１．４人ということですし、２人未満であれば廃止もありうるということですの

で、知恵を絞って利用者が増えるように考えてほしいと思います。運行事業者との協
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小原会長 

 

佐藤委員 

 

 

 

 

 

事務局（八重樫

副主任） 

 

 

 

佐藤委員 

 

 

小原会長 

 

 

 

小原会長 

 

事務局（八重樫

副主任） 

 

上田委員 

 

 

 

 

事務局（佐藤課

長） 

 

菊池委員（まち

づくり部長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議も必要かと思いますので、可能であれば対応してほしいと思います。 

 

 今回の件につきましては、ご意見として承りたいと思います。 

 

 地区で集まると公共交通の話題が出ます。それは、太田線を復活してほしいという

ものです。やはり利用者がいなければ、仕方ないとは思いますが、現在のように、平

日だけではなく、土日の運行はできないものか。公共交通を利用するのは、自家用車

を持たない高齢者です。土日の買い物や市内のイベントへ参加したいという方もいる

ので、利用者も増えると思いますが、いかがでしょうか。 

 

 お答えします。現在は、「むらの家」で乗り継ぐという方式をとっていますが、県

交通太田線が土日は運休しておりますので、ご要望を満たすためには、対象のエリア

と市街地を直接結ぶ内容となっていきます。そのような運行内容につきましては、こ

の場でお答えしかねますので、ご意見として受けたいと思います。 

 

 家族がある場合はいいが、家族がいない高齢者から要望として聞くので、よろしく

検討願います。 

 

 ほかに無ければ、原案のとおり進めることとしてよろしいでしょうか。 

 

 ≪委員より異議なし≫ 

 

それでは、次の協議に入ります。事務局より説明願います。 

 

≪協議≫ （２）県立中部病院連絡予約乗合タクシーについて 

 

   

 １便あたり２人に満たず、今後も増える見込みがなく、廃止を前提に進めたいとの

ことですが、利用されている方がいるわけで、その方々が廃止された場合、タクシー

を利用した場合の経済負担が心配されます。中部病院以外の医療機関を利用する方と

のバランスもあると思いますが、代替手段は検討していますか。 

 

 実利用者数を把握したうえで、検討していきたいと思います。 

 

 

 考え方だけ説明させていただきます。花巻市では、まず、かかりつけ医を持ってい

ただき、一次診療はかかりつけ医で受診していただく、二次診療は中部病院や日赤な

どの高度医療機関で受診していただくというように、医師不足の中での医療確保があ

ると思います。市民の皆さんは、中部病院を厚生病院の代替えとして考えたところが

ありますが、実態は代替ではなく、高度医療を提供する機関であるため、かかりつけ

医としての性格がありません。そのような社会情勢の中で、このように公共交通の利

用者は減少しています。確かに述べ人数で１８０名はいますが、実際の利用者数を分

析しながら、公費で負担することが適切なのかという視点もありますので、分析しま

すが、医療機関の性格が以前と変わってきたという前提の中で、公共交通がどうあれ

ばいいかを考えたときに、自助努力という視点もあると思いますので、本日はこのよ

うに説明させていただきました。 
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平野委員 

 

 

 

 

 

小原会長 

 

 

上田委員 

 

 

小原会長 

 

 

事務局（佐藤課

長） 

 

市川委員 

 

 

事務局（八重樫

副主任） 

 

 

小原会長 

 

 

事務局（佐藤課

長） 

 

小原会長 

 

事務局（佐藤課

長） 

 

 関連しますが、利用者は固定していると推測されます。市の関与した対策として、

コストに合わないということでの決断もあると思いますが、違う手段での対策も必要

ではないかと考えます。高齢者は福祉タクシー券を活用していると聞きます。公共交

通ではありますが、予約乗合タクシーは福祉施策のようになっていますので、ほかの

福祉施策との兼ね合いも見ながら検討していただきたいと思います。 

 

 ほかにご意見、ご質問がありませんか。無いようでしたら、次回の交通会議におい

て、最終的に判断を行うということですので、本日はよろしいでしょうか。 

 

 次回会議で廃止を協議するということであれば、本日出された意見の検討結果も併

せて説明していただきたいと思います。 

 

 では、次回会議において、協議に併せて今回出されました意見の検討結果を説明す

ることで事務局よろしいですね。 

 

 説明させていただきます。 

 

 

 新しい委員も多いので、この資料にある以外の自主運行バスの利用状況をお知らせ

いただければと思います。 

 

 市内の公共交通について、８月１５日号の市広報誌で特集しております。その中に

自主運行バスの利用状況や市の負担額、県交通路線バスの維持に要した補助金の額な

どを掲載していますので、委員の皆様へお送りいたします。 

 

 他に何も無ければ、これで協議は終わります。続いて、その他ですが、事務局より

ありますか。 

 

 ありません。 

 

 

 それでは、閉会をお願いします。 

 

 それでは、これで平成２４年度第１回の花巻市地域公共交通会議を閉会させていた

だきます。ありがとうございます。 

 


